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て類似したC．M．C．（ナトリウム・カリボキォソ・メチ’

ルセルローズ）の追随を許さないものがあり，高粘性を

必要とする用途においては，アルギソ酸ソーダは實に濁

壇場の鯉があるといえる．

　　　　　當研究所アルギン酸研究室の一部
　　　　　　　　　　　　，
　最近この高粘性に注目して，アルギソ酸の新しい用途

が拓かれつつあることは代用血漿，歯科印象材，アイス

クV一ム安竃酎等の例からも明かであろ．このような高

粘陸を物理化學的，ことに高分子溝造論的に研究すろこ

とは今日きわめて困難な問題であるが，乱1旨上に興味が

あろばかりでtく，その懸用上からもきわめて璽要な課

題である．こτ1聞題の解明もアルギソ酸工業の將來に重

要關係を有つも∂というべきであろ5、

　わが國アルギソ酸工業にわが図天然資源の活用上重要

な寄與をさせよ5とすれば，工業按術界でもアルギソ酸

の懸用を廣く攻究し，ただ海外の需要だけに依存しよう

とする考えを放棄しなければならない．それでないと殿

錯．遠からず，嘗てはわが國楡出業の大宗だつた鍾糸業の

轍をふむよ5になるであろ5．

　アルギン酸工業の確立はまた同時にヨード，彌化カリ

工業の確立を目指すものでなげればならない・チリー・

ヨードのため生か死かの運命下にあるわが函のa－1ご工

業も。またドイツ，フラソス，スペイソ等のカリ盤によ

つて浮沈するわが國のカリ工業も，實に本邦アルギン酸

工業の墾展にその將來を托すものといえよう．

　このようにわが國のアルギソ酸工業自陛はまだ幼稚な

状態であるが，四面環海の本邦で天與の豊富な海藻資源

の活用上から見ても，また重要化學工業原料であるヨー

ド及び塵化カリの自給上から見ても，きわめて重要な工

業であることを最後に強調して，この工業の叢展1こつき

朝野各方面の理解と協力とを切に要塑するものである．
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　　　　　　　　　三層膜牛透明鏡の鷹用

　　　　　　　　　　　荒哲哉・久保田廣癒物

　1波長の透明醇膜を三重につけて反射率と遜過率が

共に50％に近い吸牧のない雫透明鏡に關してはモの

磨用と一緒に既に御報告した．（P

　　　　　Twymユnn型干渉計
S光源；’五IL」レンズ；Md　M，反身蹟；

M雫透UJJ鏡

　この宇透明鏡は他にも多くの用途があるが，その一

つとして賞研究室で光學系や薄膜の研究に有力な，

Twymann型千渉計（第王圃）に使つてみた．これは

牛透明鏡Mで光を2分し，2つの鏡M，，砥で反
射して麟つてきたものを再びMで一つにまとめて干

渉を起させるものである．

　このMは當研究室の竜のは　1QO×15Gmmあるの
で（現左日本で最大）このような大きい面積に一様に

三暦膜をつけることはなかなか困難である．しかしそ

の後の研究と技術の進歩にょり，まず100×100mmの

小型のものに成功し，最近この大型のものも完全なも

のを作ることがで3た．こh，によるとPJJるさが3倍以

から3～2秒になつた．干渉計は非常に鏡敏なものでわ

ずかの振動でも干渉縞が動くから，撮影時岡が毒以下

になつたということは窺眞が鮮明になり從つて測竃精

度が著しく向上したことを意昧するほか，從來困難で
あった吸牧の多い薄膜（位枳差顯微鏡のph．艮se　plate

等）の測定や螢間の人の出入の劇しいときの撮影亀あ

る程度可能となつたのである．（tg49・9・24）

　（工）　　本言畠，　ユ949，11　月號　6　頁
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